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昨
年
度
に
引
き
続

き
山
口
県
公
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
熊
毛
南
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
銭
廣
義
和
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

よ
り
皆
様
方
に
は
山
口
県
高
Ｐ
連
の
活
動
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
月
か
ら
連
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
、
家
庭
・
学

校
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
学
校
の
臨

時
休
業
、
子
ど
も
達
の
活
動
発
表
の
場
で
あ
る

運
動
部
・
文
化
部
の
各
種
大
会
が
中
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

高
Ｐ
連
事
業
に
お
い
て
は
、
新
年
度
早
々
に

７
月
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た
中
国
・
四
国
地

区
高
Ｐ
連
大
会
広
島
大
会
が
中
止
、
８
月
開
催

予
定
で
あ
り
ま
し
た
全
国
高
Ｐ
連
大
会
島
根
大

会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

お
か
れ
ま
し
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
中
止
を
決
断

さ
れ
、
課
題
の
多
い
年
度
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

県
高
Ｐ
連
の
対
応
と
し
て
は
４
月
16
日
に
臨

時
役
員
会
を
開
催
し
て
年
度
初
め
の
流
れ
を
作

り
ま
し
た
。
現
下
の
状
況
を
鑑
み
、
５
月
11
日

に
は
総
会
の
中
止
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
続

い
て
５
月
29
日
の
第
５
回
常
任
委
員
会
は
書
面

決
議
と
し
、
同
日
開
催
の
第
１
回
常
任
委
員
会

に
お
い
て
総
会
に
お
け
る
付
議
事
項
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
き
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
審
議
事
項
を
掲
載

し
た
総
会
要
項
を
全
て
の
会
員
校
に
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
高
覧
い
た
だ
き
、
会

員
の
皆
様
の
ご
承
認
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
状
況
を
見
な
が
ら

可
能
な
限
り
研
修
会
・
講
演
会
・
情
報
交
換
会

（
懇
親
会
）
等
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

感
染
症
拡
大
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
高

校
生
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
を
続
け

課
題
が
次
々
と
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

現
下
に
お
い
て
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め

に
は
、
教
育
環
境
の
整
備
、
家
庭
教
育
の
充
実
、

小
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
働
・
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
及
び
関
係
機
関
が
協

働
体
制
を
構
築
し
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

山
口
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
供
た
ち
の
応
援
団
」を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
不
安
の
中
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
る
た
め
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
全
力
で
子
ど

も
た
ち
の
応
援
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
高
校
生
活
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
本
会
活
動
に
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。皆

さ
ん
初
め
ま
し
て
、
こ
の
春
か
ら
事
務
局

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
河
井
正
敏
と
申
し

ま
す
。
私
の
一
日
は
、
犬
の
散
歩
と
家
庭
菜
園

の
水
や
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

生
徒
の
皆
さ
ん
の
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、
そ
し
て
学
び
の
充
実
の
た
め
に
、
会
員

の
皆
様
方
と
し
っ
か
り
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

山
口
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

銭
廣　

義
和

新
事
務
局
長ごあ

い
さ
つ



令和２年７月１日 （２）

第
73
回
山
口
県
高
Ｐ
連
総
会
、

常
任
委
員
会
、
臨
時
役
員
会
に
つ
い
て

　

６
月
５
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
高
Ｐ
連
総
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

常
任
委
員
会
で
以
下
の
各
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

①
令
和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

②
令
和
元
年
度
見
舞
金
収
支
決
算

③
令
和
元
年
度
研
究
討
議
基
金
収
支
決
算

④
令
和
２
年
度
役
員
の
改
選

⑤
令
和
２
年
度
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
則
の
一
部
改
正

⑥
令
和
２
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案

⑦
令
和
２
年
度
見
舞
金
収
支
予
算
案

⑧
令
和
２
年
度
研
究
討
議
基
金
収
支
予
算
案

　

本
年
度
の
常
任
委
員
会
、
総
会
等
の
予
定

に
つ
い
て
は
、
４
月
16
日
（
木
）
に
開
催
し

た
臨
時
役
員
会
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
を
踏
ま
え
、
そ
の
方
向
性

を
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
～
③
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
第
５
回
常

任
委
員
会
を
開
催
し
協
議
す
る
予
定
で
し
た

が
、
書
面
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
結

果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
④
～
⑧
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
５
月
29
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
令
和
２
年
度
第
１
回
常
任
委

員
会
で
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
常
任
委
員
会
で
承
認
さ

れ
た
議
案
を
総
会
に
付
議
し
、
議
決
さ
れ
る

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
は
総
会
の
開

催
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
各
学

校
に
「
総
会
要
項
」
を
お
届
け
し
、
ご
意
見

が
あ
れ
ば
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
審
議
決
定

に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
結
果
、
議
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
諸
事

業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
長
表
彰
・
会
長
表
彰
に
つ
き

ま
し
て
は
総
会
で
の
受
賞
が
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
賞
状
は
各
学
校
で
授
与
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。（
敬
称
略
）

教
育
長
表
彰
受
賞
者

小　

柳　

五　

寛
（
柳　
　

井
）

小　

田　

由　

美
（
熊 

毛 

南
）

山　

藤　
　
　

均
（
熊 

毛 

南
）

小　

林　

孝　

光
（
防 

府 

西
）

梅　

田　

和　

平
（
山
口
中
央
）

阿　

賀　

康　

弘
（
宇　
　

部
）

濵　

﨑　
　
　

篤
（
宇　
　

部
）

金　

沖　

真
須
代
（
宇
部
中
央
）

来　

住　

幸　

一
（
美
祢
青
嶺
）

門　

田　

重　

雄
（
下 

関 
南
）

武　

安　
　
　

潔
（
下
関
中
等
）

枝　

村　

千　

幸
（
下
関
中
等
）

佐　

藤　

誠　

治
（
下
関
中
等
）

山　

本　

光　

昭
（
豊
北
・
下
関
北
）

佐
々
木　

義　

徳
（
下
関
商
業
）

三　

好　
　
　

張
（
萩 

商 

工
）

会
長
表
彰
受
賞
者

宇　

野　
　
　

英
（
岩　
　

国
）

堀　
　
　

昌　

史
（
岩
国
・
広
瀬
分
校
）　

杉　
　
　

繁　

美
（
岩
国
総
合
）

岡　

村　
　
　

文
（
岩
国
工
業
）

大　

野　

圭　

司
（
周
防
大
島
）

原　

田　

国　

男
（
田
布
施
農
工
）

横　

山　

奈
緒
美
（
光
・
定
時
制
）

岡　

本　

秀　

一
（
光　
　

丘
）

大　

橋　

広　

宣
（
下　
　

松
）

大　

濱　

満　

雄
（
華　
　

陵
）

石　

井　

周　

作
（
下
松
工
業
）

中　

谷　

昭　

雄
（
下
松
工
業
・
定
時
制
）

相　

川　

ひ
ろ
み
（
熊 

毛 

北
）

米　

澤　

隆　

一
（
徳　
　

山
）

石　

川　

紀　

子
（
徳
山
・
徳
山
北
分
校
）

富　

田　

博　

之
（
南
陽
工
業
）

吉　

村　
　
　

茂
（
防　
　

府
）

山　

田　

洋　

美
（
防
府
・
佐
波
分
校
）

伊　

達　

拓　

也
（
防
府
商
工
）

藤　

井　

京　

子
（
防
府
商
工
・
定
時
制
）

村　

上　

裕　

之
（
山　
　

口
）

山　

本　

さ
え
子
（
山
口
・
定
時
制
）

岩　

本　

昌　

子
（
山
口
・
徳
佐
分
校
）

佐　

東　

み　

え
（
宇 

部 

西
）

桶　

谷　

一　

博
（
小 

野 

田
）

吉　

川　

広　

治
（
小
野
田
工
業
）

福　

永　

孝　

雄
（
田　
　

部
）

吉　

川　

大　

介
（
豊　
　

浦
）

廣　

中　

泰　

三
（
長　
　

府
）

有　

瀬　

義　

治
（
下
関
工
科
）

畑　

村　

泰　

至
（
大
津
緑
洋
）

五　

嶋　

優　

子
（
大
津
緑
洋
・
日
置
校
舎
）

守　

永　
　
　

孝
（　

 

萩 　

）

月 日 行　　　　　　　　　　　事
５ 29㈮ 第１回常任委員会（山口県教育会館）
６ ５㈮ 山口県高Ｐ連総会（セントコア山口）　　　　　　　　　 ※中止      
７ ４㈯ 山口県ＰＴＡ指導者研修会（山口市）　　　　　　　　　 ※中止

７
10㈮ 第62回中国・四国地区高Ｐ連大会広島大会 （広島市）　　※中止

※来年度は徳島県で、７月16日㈮に開催予定
27㈪ 第２回常任委員会（山口県教育会館）　

８
20㈭

～

21㈮

第70回全国高等学校PTA連合会大会島根大会（松江市他） ※中止
※来年度は松江市他で、８月24日㈫25日㈬に開催予定

９ ４㈮ 第３回常任委員会（山口県教育会館）
11 27㈮ 山口県小・中・高等学校ＰＴＡ・校長連絡協議会（山口市）

Ｒ3.2 12㈮ 第４回常任委員会（山口県教育会館） 

様々な行事が中止になっていますが、ＰＴＡ連合会の目的達成のために、
臨時会報の発行（今回の第20号）、臨時の役員会や、別途研修会、懇親会
の開催、また、臨時総会の開催等、会員相互の情報共有や連携の機会を設
けることの検討、ご相談をしてまいります。

令和２年度　  主　要　行　事　予　定
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様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
４
月
に
、
全
国

に
先
駆
け
て
県
内
全
て
の
公
立
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

等
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な

る
こ
と
か
ら
、
義
務
教
育
段
階
で
の
地

域
学
校
協
働
活
動
を
高
校
に
つ
な
げ
て

い
く
本
県
な
ら
で
は
の
地
域
連
携
教
育

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
県
教
育
庁
内

に
新
た
に
地
域
連
携
教
育
の
推
進
の
核

と
な
る
「
地
域
連
携
教
育
推
進
室
」
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
校
種
間
連
携
や

地
域
と
の
協
働
体
制
の
構
築
・
強
化
を

行
う
Ｃ
Ｓ
活
動
推
進
員
を
県
立
高
校
等

に
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
支
援
体
制
の
も
と
、

中
学
校
・
高
等
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
連
携
し
、
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
熟
議
や
地
域
活

性
化
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く

と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通

じ
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
と
い
う

目
標
を
学
校
と
社
会
が
共
有
し
、
連
携
・

協
働
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
時
代
に
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
子
ど
も
た
ち

に
育
む
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
学
校
・
学
科
の
特
色
に

応
じ
て
、
地
元
地
域
や
大
学
・
企
業
等

と
の
協
働
体
制
を
確
立
し
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
、
高
校
な
ら
で
は
の

取
組
を
一
層
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
県
立
高
校
の
再
編
整
備
と
そ
れ
に
伴
う
教

育
現
場
へ
の
配
慮
支
援
に
つ
い
て
（
継
続
）

  

「
県
立
高
校
再
編
整
備
計
画
」
に
沿
っ
て
再

編
整
備
を
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
再
編

統
合
さ
れ
た
学
校
や
分
校
に
十
分
な
配
慮
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
高
校
教
育
の
質
の
維

持
・
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
再
編
整
備
の
対
象
校
に
つ
い
て

は
、
質
の
高
い
学
校
教
育
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
に
教
職
員
配
置
や
必
要
な
予
算
措
置
等
を

講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
再
編
整
備
が
進
め
ら
れ
学
校
や
分
校

が
少
な
く
な
る
中
、
生
徒
が
希
望
す
る
将
来

の
進
路
実
現
に
向
け
て
遠
距
離
通
学
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
生
徒
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
通
学
す
る
交
通
手
段
の
確
保
や
通
学
に

係
る
経
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

再
編
整
備
に
関
わ
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
は

中
学
生
・
保
護
者
へ
の
早
め
の
周
知
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

［
回
答
］

　

再
編
整
備
を
行
っ
た
学
校
に
お
い
て

は
、
質
の
高
い
高
校
教
育
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
教
職
員
配
置
や
必
要
な
施
設
・

設
備
の
整
備
等
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、引
き
続
き
、教
育
の
質
の
維
持・

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
２
期
県
立
高
校
将
来
構
想
」

及
び
「
県
立
高
校
再
編
整
備
計
画
」
に

基
づ
き
、
再
編
整
備
に
着
実
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、
再
編
整
備
の
対

象
校
に
つ
い
て
は
、
高
校
教
育
の
質
的

県
教
育
長
へ
要
望
書
提
出
に
つ
い
て

県
教
育
長
へ
要
望
書
提
出
に
つ
い
て

　

例
年
ど
お
り
、
地
区
別
連
絡
協
議
会
（
７

地
区
）
及
び
常
任
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
事
項
を
「
令
和
３
年
度
要
望
書
」
と
し

て
ま
と
め
、
11
月
上
旬
に
会
長
、
副
会
長
か

ら
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
、
教
育
長
を
交

え
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
各
地
区
か
ら
の
要
望
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
、
要
望
を
各
地
区
の
常
任

委
員
を
通
じ
て
事
務
局
へ
お
届
け
願
い
ま
す
。

　

以
下
に
、
昨
年
度
の
要
望
書
と
、
県
教
育

委
員
会
か
ら
の
回
答
内
容
の
全
文
を
掲
載
し

ま
す
。

山
口
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
か
ら
の
要
望
書
に
つ
い
て

                       

１
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
活
性
化
、
促
進
に
つ
い
て
（
継
続
）

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や

新
た
な
課
題
が
次
々
に
現
れ
る
中
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
は
、
教
育
環
境

の
整
備
、
家
庭
教
育
の
充
実
、
小
中
高
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
協
働
・
連
携
等
を
図
る
と
と
も
に
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
及
び
関
係
諸
機
関
が
協
働

体
制
を
構
築
し
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

今
年
度
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
を
一
体
的
に
推
進
す

る
「
や
ま
ぐ
ち
型
地
域
連
携
教
育
」
の
取
組

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０

年
度
ま
で
に
は
全
て
の
県
立
高
校
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
学
校
・

地
域
と
連
携
し
て
取
組
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
取
組
の
充
実
を
図
る
た
め

に
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
情
報
及
び
課
題
・

目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
十
分
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
も
各
学
校
・
学

科
の
特
色
に
応
じ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
の
連
携
・
協
働
体
制
を
確
立
し
て
、
地

域
の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
が
実
施
で
き
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
機
能
の
充
実
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
よ
り
一

層
活
性
化
し
発
展
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き

格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
回
答
］

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
巡
る
社
会
環

境
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、
子
ど
も

た
ち
の
抱
え
る
課
題
も
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
を
健
全
に
育
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、
小
・
中
・
高
の
校
種
間
の
連
携
は

も
と
よ
り
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携

も
図
り
な
が
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
・
協
働
し
、
社
会
総
が
か
り
で

の
教
育
活
動
や
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
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充
実
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
各
学

校
の
運
営
状
況
な
ど
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
、
生
徒
の
通
学
手
段
の
確
保
を

は
じ
め
、
教
職
員
配
置
や
予
算
措
置
を

含
め
た
組
織
体
制
の
充
実
な
ど
、
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
再
編
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
通
学
負
担
が
大
き
く
な
る
生
徒

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、

生
徒
や
保
護
者
に
対
し
て
、
通
学
費
用

の
負
担
状
況
に
応
じ
て
貸
付
額
を
増
額

し
た
奨
学
金
制
度
等
に
つ
い
て
案
内
・

周
知
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
機
関

に
対
し
て
は
、
各
地
域
や
学
校
の
状
況

に
応
じ
、
通
学
の
利
便
性
を
確
保
・
向

上
す
る
よ
う
、
ダ
イ
ヤ
や
路
線
等
に
関

す
る
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

　

な
お
、
再
編
整
備
の
各
年
度
の
実
施

分
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
に
早
期
に
情

報
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

原
則
と
し
て
当
該
年
度
の
募
集
定
員
の

発
表
前
に
公
表
す
る
な
ど
、
早
期
周
知

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

３ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
と
進
学
支
援
・
就

職
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
（
継
続
） 

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路
に
応
じ
た
多
様

な
可
能
性
を
伸
ば
し
、
そ
の
後
の
大
学
等
へ

の
進
学
・
学
修
や
社
会
で
の
活
動
等
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
上
で
、
高
校
生
自
ら
が
将
来
の

た
め
に
何
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
を
考

え
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
高
等
学
校

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
通
し
て
、
自
ら
の
取

組
に
つ
い
て
自
覚
的
に
振
り
返
る
こ
と
や
、

生
徒
の
主
体
的
な
学
び
及
び
自
発
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
進
路
指
導
の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
総
合
推
進
事
業
」、「
や
ま

ぐ
ち
の
活
力
を
支
え
る
高
校
生
就
職
支
援
事

業
」、「
や
ま
ぐ
ち
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
高
大
連

携
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
活
動
に
係
る
予
算
の
よ
り
一
層

の
確
保
と
事
業
の
継
続
普
及
を
推
し
進
め
ら

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
に
よ
り
生
徒
の
職
業
観
・
勤
労
観
を
育

て
る
と
と
も
に
、
大
き
な
希
望
を
抱
い
て
社

会
に
巣
立
っ
て
行
こ
う
と
す
る
新
規
高
卒
者

の
就
職
先
確
保
と
就
職
生
徒
の
職
場
定
着
が

図
ら
れ
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

［
回
答
］ 

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、「
小
・

中
・
高
等
学
校
等
を
通
じ
た
系
統
的
・

計
画
的
な
取
組
の
積
み
上
げ
」「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
体
験
活
動
の
充
実
」

「
学
校
と
家
庭
、
地
域
、
産
業
界
等
と
の

連
携
強
化
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
今

後
と
も
重
点
的
に
取
組
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
生
徒
の
進
路
意
識
の
醸
成
や

学
習
習
慣
の
定
着
、
学
力
の
伸
長
に
資

す
る
取
組
等
を
支
援
し
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
進
路
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
総
合
推
進
事
業
」
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
体
験
活
動
の

充
実
や
、
地
域
、
産
業
界
等
と
の
連
携

強
化
を
図
る
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、「
や
ま
ぐ
ち
の
活
力
を
支
え
る

高
校
生
就
職
支
援
事
業
」
で
は
、「
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
充
実
」「
求
人
開
拓
の
強
化
」

「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進
」
を
３
つ
の
柱
と

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
組
織
的
で
き
め
細
か
な
就
職
支
援

に
よ
り
、
地
域
産
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
県
内
就
職
に
向
け
た
取
組
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
就
職
を
希
望
す
る

全
て
の
生
徒
の
進
路
実
現
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、「
や
ま
ぐ
ち
の
未
来
へ
つ
な

ぐ
高
大
連
携
事
業
」
は
、
高
校
生
の
主

体
的
な
選
択
に
よ
る
大
学
等
へ
の
進
学

意
識
を
促
進
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
来
年
度
も
、
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る
取
組

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
全
て
の
生
徒
の
進
路

実
現
に
向
け
た
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

４ 
施
設
、
設
備
の
充
実
と
安
全
な
教
育
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
（
継
続
） 

  

県
立
高
校
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
は
、
未

設
置
の
普
通
教
室
に
つ
い
て
早
期
の
整
備
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
学
校
に
つ
い
て

普
通
教
室
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
公
費
負
担

を
行
う
と
い
う
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
近
年
の
高
温
化
猛
暑
に
よ
り
生
徒
や
教

職
員
の
健
康
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
現
状
が
あ
る
中
、
熱
中
症
対
策
や
学
習
環

境
改
善
の
た
め
空
調
設
備
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
安
全
で
質
の
高
い
学
習
環
境

を
維
持
す
る
観
点
か
ら
特
別
教
室
、
準
備
室

へ
の
空
調
整
備
を
強
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
教
育
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
防
災
対
策
や
施
設
・
設
備

の
老
朽
化
対
策
等
安
全
で
快
適
な
学
習
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
特
に
時
代
背
景
に
伴
い
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　

次
にSociety 5.0

の
時
代
へ
と
進
行
す
る

中
、
子
ど
も
た
ち
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
、
生
徒
用
、

教
師
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
普
及
や
Ｗ
ｉ–

Ｆ

ｉ
環
境
の
設
置
、
電
子
黒
板
や
実
物
投
影
機

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
配
備
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
教
育
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
つ
い
て
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

［
回
答
］ 

　

県
立
高
校
の
空
調
整
備
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
猛
暑
を
踏
ま
え
、
生
徒
の
安
全

と
健
康
を
守
る
観
点
か
ら
、
今
年
度
全

て
の
普
通
教
室
に
整
備
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
初
期
以
降
設
置

し
て
き
た
保
健
室
等
の
空
調
設
備
の
老

朽
化
や
、
電
気
代
等
の
経
費
へ
の
対
応
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な
ど
、
新
た
な
課
題
も
抱
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
特
別
教
室
等
へ
の
空
調

整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
た
び
設
置
し

た
空
調
設
備
の
利
用
状
況
や
、
老
朽
化

し
た
空
調
設
備
の
更
新
状
況
を
踏
ま
え

る
と
と
も
に
、
必
要
性
、
緊
急
性
な
ど

も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
は
、
新
築
・
増
築
な
ど
の

機
会
や
障
害
の
あ
る
生
徒
へ
の
対
応
な

ど
、
各
学
校
の
ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
し
整

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
的
・

効
果
的
な
教
育
の
実
施
に
よ
る
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高

速
化
、
普
通
教
室
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
及

び
大
型
提
示
装
置
・
実
物
投
影
機
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
５
校
の
研
究
指
定
校
に
お

い
て
、
来
年
度
か
ら
の
３
年
間
、
１
人

１
台
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
順
次
整
備
し
、

各
教
科
に
お
け
る
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
事
例
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
の
普

及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

県
教
委
と
し
ま
し
て
は
、
総
合
支
援

学
校
の
教
室
不
足
対
策
や
、
施
設
・
設

備
の
老
朽
化
に
伴
う
長
寿
命
化
対
策
な

ど
、
対
応
す
べ
き
多
く
の
課
題
に
的
確

に
対
応
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
可
能
な
限
り
、
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

５ 

部
活
動
の
充
実
活
性
化
に
つ
い
て
（
継
続
） 

　

県
で
は
豊
か
な
文
化
と
活
力
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
掲
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
親

し
む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
精
神
的
・
身
体
的
に
成
長
が
著
し
い

高
校
時
代
に
部
活
動
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
教
育
的
効
果
に
は
大
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
部
活
動
の
活
性
化
に
向

け
て
施
設
設
備
の
充
実
及
び
全
国
大
会
の
出

場
等
に
係
る
旅
費
等
の
支
援
に
つ
い
て
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と

も
部
活
動
引
率
旅
費
に
つ
い
て
の
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
全
国
大
会
や

中
国
大
会
等
へ
の
参
加
に
係
る
保
護
者
経
済

的
負
担
軽
減
の
た
め
の
一
層
の
ご
援
助
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　

あ
わ
せ
て
、
部
活
動
指
導
員
の
適
切
な
人

材
確
保
と
配
置
な
ど
部
活
動
に
係
る
先
生

方
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
組
の
一
層
の

推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
新
し
く
策
定
さ
れ
ま
し

た
「
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
方

針
」
に
つ
き
ま
し
て
、
今
年
度
６
月
の
本
連

合
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
も
教
育
委
員
会

所
管
事
項
と
し
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
各
学

校
に
お
い
て
保
護
者
・
生
徒
へ
の
周
知
が

図
ら
れ
学
校
全
体
と
し
て
部
活
動
の
指
導
・

運
営
に
係
る
体
制
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 

［
回
答
］ 

　

部
活
動
は
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
学
習
意
欲
の
向
上
や
責
任

感
、
連
帯
感
の
涵
養
等
に
資
す
る
重
要

な
活
動
と
し
て
、
各
学
校
に
お
い
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　

県
教
委
と
し
ま
し
て
は
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
部
活

動
の
充
実
・
活
性
化
に
向
け
、
施
設
設

備
の
充
実
及
び
全
国
大
会
等
へ
の
出
場

旅
費
補
助
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
で
き
る
限
り
の
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
山
口
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
の
開
催
や
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
へ
の
派
遣
の
支
援
を
行
い
、
生
徒
が

優
れ
た
文
化
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の
充

実
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

な
お
、
部
活
動
指
導
員
に
つ
い
て
は
、

指
導
の
充
実
及
び
教
師
の
多
忙
化
解
消

等
の
観
点
か
ら
、
研
修
の
充
実
な
ど
に

よ
る
適
切
な
人
材
の
確
保
・
育
成
等
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
配
置
に
向
け
た
取

組
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、「
運
動
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
方
針
」や
今
般
策
定
し
た「
文

化
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
」

の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
・
保
護

者
等
へ
の
確
実
な
周
知
等
を
図
る
と
と

も
に
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
適
切

な
運
営
の
た
め
の
体
制
整
備
が
図
ら
れ

る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

６ 

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
に
つ
い
て
（
継
続
） 

　

 

「
山
口
県
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
及
び

「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
、早
期
発
見・早
期
対
応
、

い
じ
め
の
解
消
率
１
０
０
％
に
近
付
け
る
取

組
を
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
等

が
連
携
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
６
月
の
本
連
合
会
総
会
に
お
き
ま
し

て
も
教
育
委
員
会
所
管
事
項
と
し
て
「
い
じ

め
の
防
止
等
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
命

を
大
切
に
す
る
教
育
や
豊
か
な
心
を
育
む
教

育
を
推
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
徒
指
導
・

教
育
相
談
体
制
の
充
実
、
支
援
機
能
の
充
実

を
図
る
な
ど
い
じ
め
の
未
然
防
止
の
た
め
の

取
組
を
一
層
強
化
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
が
発
生
し

た
場
合
は
、
個
人
情
報
に
配
慮
し
た
う
え
で

の
必
要
な
情
報
提
供
と
保
護
者
等
関
係
者
と

連
携
し
た
取
組
が
推
進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 

［
回
答
］ 

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
い
じ
め
の
未
然

防
止
に
向
け
て
、
心
の
教
育
を
は
じ
め
、

児
童
生
徒
同
士
の
心
の
結
び
付
き
を
深

め
社
会
性
を
育
む
教
育
活
動
、
家
庭
・

地
域
等
と
連
携
し
た
社
会
総
が
か
り
で

の
取
組
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　

今
後
も
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関

と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
心
を
開
き
、
心
を
磨
き
、
心
を
伝

え
合
う
体
験
活
動
等
を
充
実
さ
せ
、
命
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を
大
切
に
す
る
心
も
含
め
、
豊
か
な
心

を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

教
職
員
が
児
童
生
徒
の
様
々
な
情
報
を

共
有
す
る
学
校
の
体
制
づ
く
り
を
始

め
、
研
修
等
に
よ
る
教
職
員
の
資
質
向

上
、
各
学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
や
ま
ぐ
ち
総
合

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て
い
る

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の

専
門
家
を
活
用
し
た
相
談
体
制
・
支
援

機
能
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
の
た
め
の
取
組
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合
は
、

関
係
保
護
者
は
も
と
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
、
臨
時
保
護
者
会
の
開
催
な
ど
に

よ
り
、
保
護
者
に
対
し
て
、
当
該
い
じ

め
行
為
の
概
要
や
対
応
方
針
の
説
明
、

根
絶
に
向
け
た
協
力
依
頼
等
の
取
組
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
学
校
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

７ 

生
徒
通
学
時
の
安
全
確
保
等
に
つ
い
て

（
継
続
） 

　

県
で
は
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
取
組
を

推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な

が
ら 

死
亡
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
高

校
生
に
お
き
ま
し
て
も
自
ら
の
命
を
自
ら
守

る
た
め
に
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
交
通
安
全
教
室
等
事
故
防
止
に
向

け
た
指
導
が
継
続
的
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
徒
歩
通
学
、
自
転
車
通
学

の
生
徒
が
道
路
を
横
断
す
る
際
に
危
険
な
箇

所
が
多
く
あ
り
、
安
全
確
保
が
懸
念
さ
れ
る

現
状
で
す
。 

　

つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
混
雑
や
危
険
の
予

測
さ
れ
る
区
域
の
信
号
機
（
押
し
ボ
タ
ン
）

や
街
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
登
下
校
時

の
安
全
対
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
関
係
諸
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

［
回
答
］ 

　

通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
県
教
委
で
は
毎
年
度
当
初
に
、
県

立
学
校
に
対
し
て
、 

通
学
路
に
係
る
危

険
箇
所
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

改
善
要
望
の
あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、
安
心
し
て
通
学
で
き
る
道
路
環
境

に
な
る
よ
う
、
道
路
管
理
者
（
国
、
県
、

市
町
）
や
交
通
管
理
者
（
県
警
本
部
交

通
規
制
課
、
所
轄
警
察
署
）
に
改
善
依

頼
を
行
っ
て
お
り
、
対
応
可
能
な
箇
所

か
ら
、
順
次
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

　

信
号
機
（
押
し
ボ
タ
ン
）
や
街
灯
等

の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
も
、
具
体
的
な

設
置
箇
所
等
に
つ
い
て
、
各
学
校
を
通

じ
て
県
教
委
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
、
道
路
管
理
者
や
交
通
管
理
者

等
の
関
係
機
関
に
対
し
、
設
置
要
望
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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山口県高Ｐ連組織の概要
【名　　称】山口県公立高等学校ＰＴＡ連合会
【構　　成】山口県内の公立高等学校ＰＴＡをもって組織
	 全日制－県立 48 校、市立１校、分校８校の計 57 校
	 定時制－県立 13 校、市立１校、分校１校の計 15 校

【目　　的】�各単位ＰＴＡ相互の連絡提携を図り、相協力して高等学校ＰＴＡの発展と
教育の振興を図る。

【主な事業】１　各単位ＰＴＡ間の連絡提携（委員会、総会、地区別研究・連絡協議会等）
	 ２　高校教育の振興に関する調査研究（全高Ｐ連と連携～アンケート調査等）
	 ３　文教政策への建議と意見の公表（全国、中・四国大会での協議、要望書等）
	 ４　教育、行政機関・教育諸団体との連携 （諸大会参加、事業への協力・後援等）
	 ５　見舞金事業

【機　　関】総会（年１回、６月開催）　常任委員会（年５回、５・７・９・２・５月）
【役　　員】令和２年度
	 　顧　問　板谷　　正（前県ＰＴＡ連合会会長）留任
	 　会　長　銭廣　義和（熊毛南高校ＰＴＡ会長）留任
	 　副会長　筑本　浩行（岩国工業高校ＰＴＡ会長）留任
	 　　　　　中村　二朗（山口中央高校ＰＴＡ会長）新任
	 　　　　　佐藤　淳子（大津緑洋高校ＰＴＡ会長）新任
	 　　　　　開地　元典（山口中央高校校長）留任
	 　監　事　原田　健治（西京高校ＰＴＡ会長）新任
	 　　　　　田中　幸夫（厚狭高校ＰＴＡ会長）新任
	 　幹　事　樋森　明登（山口高校教頭）  
	 　　　　　阿部　勇雄（山口中央高校事務長）
	 　常任委員
	 　　岩国地区	 ＰＴＡ会長　　中　尾　正　浩（岩　　国）
			   校      　長　　河　口　郁　史（岩　　国）
  	 　　柳井地区	 ＰＴＡ会長　　高　月　義　夫（柳井商工）
			   校      　長　　高　橋　　　等（柳　　井）
  	 　　周南地区	 ＰＴＡ会長　　千々岩　あゆ子（熊 毛 北）
			   ＰＴＡ会長　　山　本　　　博（徳山商工）
			   校      　長　　椎　原　伸　彦（徳　　山）
	 　　山防地区	 ＰＴＡ会長　　柴　田　知　秀（防 府 西）
			   校      　長　　小土井　　　実（防　　府）
	 　　長南地区	 ＰＴＡ会長　　吉　村　一　正（宇部商業）
			   ＰＴＡ会長　　縄　田　　　誠（小 野 田）
			   校      　長　　辻　岡　博　之（宇　　部）
	 　　下関地区	 ＰＴＡ会長　　石　﨑　研　二（豊　　浦）
           			   ＰＴＡ会長　　井　上　大　輔（長　　府）
			   校      　長　　山　田　哲　也（下 関 西）
	 　　長北地区	 ＰＴＡ会長　　阿　武　正　樹（萩 商 工）
　　　　　 			  校      　長　　竹　村　和　之（　 萩 　 ）
	 　　公立高等学校長会会長　　木　村　香　織（山　　口）
	 　　会長所属校校長　　　　　  河　村　宏　之（熊 毛 南）
	 　　公立高等学校事務長部会長　　柳　　　忠　男（山口農業） 

【事 務 局】山口市大手町２番 18 号　山口県教育会館２Ｆ
（ＴＥＬ：083 － 923 － 4761、ＦＡＸ：083 － 923 － 4785）
事務局長　河　井　正　敏　　事務局顧問　山　本　貴　司
事務職員　清　水　典　子



令和２年７月１日（７）

　
「
高
校
生
熟
議
」
の
取
組
は
、

西
京
高
校
（
５
回
実
施
）
や
萩
高

校
（
３
回
実
施
）
に
続
い
て
本
年

度
は
新
た
に
２
校
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら

に
多
く
の
学
校
に
お
い
て
熟
議
が

開
催
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
熟
議
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
Ｐ
連

事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
12
日
（
火
）
西
京
高
校
に

お
い
て
「
高
校
生
熟
議
２
０
１
９
」（
主
催
：

西
京
高
校
・
西
京
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
援
：
山

口
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
西
京
高
校
で
山
口
県
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
の
熟

議
は
、
今
回
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
は
「
山
口
県
の
未
来　

～
県
内
に

残
る
理
由
、
県
外
に
出
る
理
由
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
つ
い
て「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
」

「
何
が
で
き
る
か
？
」
な

ど
に
つ
い
て
熟
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
口
県
や
地

元
地
域
に
お
け
る
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
高
校
生
目

線
で
主
体
的
に
考
え
る
こ

と
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
み
、
主
体
的
思

考
力
や
社
会
参
画
意
識
を

高
め
る
と
い
う
こ

と
を
目
的
の
一
つ

と
し
て
い
る
取
組

で
す
。
第
３
学
年

生
徒
の
う
ち
約
90

名
が
10
名
程
度
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
代
表
生
徒
に

よ
る
全
体
進
行
及

び
各
班
の
議
論
を

促
進
さ
せ
る
役
割

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
進
行
に
よ
り
、
人
口
減
少
が

進
む
山
口
県
の
課
題
や
問
題
点
、
そ

し
て
解
決
策
や
対
応
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
な
が
ら
取
組
の
企
画
書
を
作

成
し
、
そ
の
後
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
保
護
者
、

教
育
委
員
会
、
他
校
教
職
員
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
、
市
関
係
者
等
多
く
の
参
観

者
が
あ
り
、
高
校
生
の
熟
議
を
大
変

興
味
深
く
参
観
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
「
高
校
生
熟
議
２
０
１
９
：
西
京
高
校
」
開
催

令
和
元
年
度
「
高
校
生
熟
議
２
０
１
９
：
西
京
高
校
」
開
催



令和２年７月１日 （８）

全国高P連賠償責任補償制度
児童・生徒
賠償責任

※学校（PTA）単位での申し込み（年間掛金　400円×生徒数）　
生徒に過失があり、他人の物を壊したり
他人をケガさせたりしたときの保険です。

ＰＴＡ
賠償責任

PTA（団体）に過失があり、PTA活動中に、
他人の物を壊したり、他人をケガさせたり、
他人から借りた物を壊したりしたときの保険です。


